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人 CE を想定する。 Xは Cx を CE に持ち込み，改めてC についての評価 C~
を受け取る。同様のプロセスはYについても進行する。 C~， C~ は共通のエ
キスパートによる評価であるから，共通の尺度となる。 Xは C~ を YE に，
YはcKをXEに持ち込みそれぞれダイヤ，小麦を受け取る。最後に，CE と
C~， Cy とcKが交換されて取引は終了する。この取引において， Xが小麦
を得るために手放したものはダイヤであるが，これは決済手段ではない。な
ぜなら，ダイヤは， XとXEの間だけで通用する財であり ，Xが持つ経済力
(ダイヤを独占的に利用できる権利)は， CE によって C~ という抽象的な
尺度に転換されて，初めてダイヤ以外の財との交換に利用できる資産となる






















それを CEに持ち込み，C~ を得る。同様にYは Bx によって C~ を得る。最








































に手渡す(借入は清算される)。この時点で， CEのもとには By，個人 Yの





















































































































































。1) 取引費用は幅広い概念である。財の情報費用と考える Brunner-Me1tzer (1971 )タイ












































































































































































































































































































































































































































































に組み入れる試みがなされてきた。その時 Sprenkle= Miller (1980)は当
座貸越を予備的動機と見なして分析を行ったが，支出パターンを確率過程と
考える Frenke1= J evanovic (1980)の方法を利用すれば，当座貸越を取引動
























































[・・・]， the ready verifiability of money enhances the efficiency of the exchange pro-
cess by permitting individuals to economize on the production of information when 
there is uncerainty about the reputation on potential trading partners. [・ー]itdoes not 
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